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[これまでも、今でも] オンプレミス デスクトップ仮想化は幅広いビジネスニーズに対応
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従来の仮想デスクトップインフラストラクチャ (VDI) の課題

オンプレミス データセンター

コンピュート ストレージ ネットワーク

ユーザーとID管理

イメージ、アプリ、
プロファイル管理

ネットワークポリシー

ユーザー割り当て、VM
サイジング、スケーリング

管理、ポリシー

Web アクセス

管理、制御

監視、診断 ゲートウェイ

ブローカー ロードバランサー

RemoteApp

デスクトップ＆リモートアプリ

Windows 10 

Pooled

Windows 10 

Persistent

Windows 

Server OS 

トラディショナルな RDS や VDI 高額な初期コスト

俊敏性や拡張性の欠如

コントロールプレーンシステムの維持管理負荷

サーバーやストレージの維持管理負荷

IT 陳腐化による生産性低下

VPN など外部アクセス環境の整備とリスク

それでも使う価値があった。

けれど、新しい選択肢が登場！



新しい選択肢 Azure Virtual Desktop (AVD) が

選ばれる理由



VDI に欠かせないテクノロジー群を持つマイクロソフトがサービスを提供開始

Office

Microsoft Azure

Windows 10/11
Office 365

Windows Server

Remote Desktop Services

(Server Based Computing)

すべてを

マイクロソフトが

開発・提供

Microsoft 365

ビジネススピード

セキュリティ

冗長化、スペックアップ

ストレージサービス連携

COVID-19 対策基盤

Windows 11 マルチセッション

(真の Windows クライアント環境)



Azure Virtual Desktop とは？

現在

Web GUI 上ではウィザードのような形式で

シンプルに構築/管理が可能に

• 当時は PowerShell コマンドで構築、管理を実施

• MS のクラウド VDI として多くの注目をいただく 

クラウドファーストが叫ばれる中での VDI のクラウド化は大きなインパクトだった。

COVID-19 の影響もあり、機能云々よりもリモートワークがすぐにできることが重要。



Azure Virtual Desktop の特徴：他社とは違う課金モデル
～ VDI 管理基盤に費用負担無し ～

Web アクセス 管理ゲートウェイ ブローカー

MS が提供する AVD 管理基盤サービス  (費用負担なし)

お客様所有の Azure サブスクリプション

Windows 10/11 

Enterprise

Windows Server

RDS

Windows 10/11 Enterprise 

マルチセッション

AVD に必要なライセンス:

Windows 10/11* マルチセッション, Windows 10/11*, 

Windows 7 のいずれかを稼働する場合

- Microsoft 365 E3, E5
- Microsoft 365 A3, A5, Student Use Benefits

- Microsoft 365 F3, Business Premium

- Windows 10/11 Enterprise E3, E5

- Windows 10/11 Education A3, A5

- Windows 10/11 VDA per user

Windows Server* 2012 R2 以降のサーバー OS を

稼働する場合

- ソフトウェア アシュアランス付きの 

RDS クライアント アクセス ライセンス (CAL) 

AVD は自由に Azure サービスを活用

• クラウドのスピード感、キャパシティを最大活用

• Azure IaaS の中から自由に選択可能

• 予約インスタンスも OK

• GPU モデルも同様に選択可能

Azure 分は計算ツールで！
(簡易的なサイジングも)

https://azure.microsoft.com/ja-jp/pricing/calculator/

ファイアウォール ストレージ
要件次第で Azure

サービスを追加 (例)
監視

Azure

Active 

Directory

高コスパ GPU マシンも

運用負荷低減とスピード

最新技術活用/陳腐化対策

初期コスト徹底削減

VPN からの脱却



Windows 10/11 マルチセッション

～ AVD のみに許された OS～

• Windows 10/11 Enterprise ベースで

複数ユーザーの同時リモート接続をサポート

• Semi-Annual Chanel (SAC) で動作

• 優れたアプリケーションの互換性
(Edge, コルタナ, ストア等のモダン アプリケーションのサポート)

• Microsoft 365 Apps に最適

• SBC (Server Based Computing) を置換



プロファイル管理機能：FSLogix

SMB 共有フォルダー

(プロファイル置き場)

プロファイル管理の設計/運用をシンプルに

プロファイル破損や衝突のリスクを排除

エンドユーザーは意識する必要なし

FSLogix 用の Docs あり

https://docs.microsoft.com/ja-jp/fslogix/overview

利用に必要なライセンスは AVD とは別で定義
https://azure.microsoft.com/ja-jp/pricing/details/virtual-desktop/#faq

Microsoft 365 E3/E5

Microsoft 365 A3/A5/Student Use Benefits

Microsoft 365 F3, Business Premium

Windows 10 Enterprise E3/E5

Windows 10 Education A3/A5

ユーザーあたり Windows 10 VDA

Remote Data Services (RDS) クライアント アクセス ライセンス (CAL)

Remote Data Services (RDS) サブスクライバー アクセス ライセンス (SAL)

ユーザーごとの Azure Virtual Desktop アクセス ライセンス

マウント

プール化された仮想マシン

FSLogix

エージェント
FSLogix

エージェント

プロファイル用 VHD

Office 365 用 VHD

マウント

Group Policy
で指示
-- or --

レジストリ設定

VDI 的プロファイル管理 or アカウント ID 連携プロファイル管理

• OneDrive for Business で個人ファイルの管理が可能に

• OneDrive for Business はデスクトップ上のファイルにも対応

• Microsoft Edge もプロファイル管理でお気に入りポータビリティ



同一基盤を利用した 個人用 / プール 機能を提供 ～リモートアプリケーションの提供も可能に～

AVD は 個人用とプール型の両方に対応

プール ＝ 非永続、Non-Persistent

負荷分散アルゴリズム

幅優先

深さ優先

セッション数の上限

個人用 ＝ 永続、Persistent

自動割り当て

直接割り当て

ーーーー

ユーザー割り当て解除

再割り当て

データ A, B, C
ーーーーーー

プロファイル管理
** FSLogix **

データ A

プール

データ B データ B

個人用



AVD 利用者にとってもシンプルなアクセス環境

Windows 版 Remote Desktop クライアント AVD Web クライアント

MS が用意している専用サイトに直接アクセス

https://client.wvd.microsoft.com/arm/webclient/

ダウンロードはこちら
https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/virtual-

desktop/users/connect-windows

(64ビット、32ビット、ARM64版)

タスクバーへのピン止めも可能！

スタートメニュー
にも表示

https://client.wvd.microsoft.com/arm/webclient/
https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/virtual-desktop/users/connect-windows
https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/virtual-desktop/users/connect-windows


シンプルでありながら必要な機能を継続追加

現在

Azure Monitor による監視と分析

「AVD だけでもそれなりのことができる」

という認識が広がってきている

最近

Azure Firewall や ExpressRoute、

Azure NetApp Files も

Azure Monitor にて集中監視

現在

電源管理機能の提供

New！！

イメージ管理機能追加



非常に多くのお客様にご採用いただいています

Azure Virtual Desktop 事例大全 [2021年10月版] (microsoft.com)

最新事例
マツダ株式会社様

Microsoft Customer Story-マツダが Azure Virtual Desktopを導入、すべての

パートナーにとってセキュアで最適なデスクトップ環境を実現し DX を加速

株式会社インテック様 (社内事例)

Microsoft Customer Story-AVD＋Citrix Cloud のマネージド型サービスを自社

導入、短期間の環境構築を実現したインテックのクラウド VDI 移行プロジェクト

安心・安全のテレワーク Azure Virtual Desktop - Microsoft for business

※ CAD での利用が増えています

https://info.microsoft.com/JA-MWVD-CNTNT-FY22-12Dec-06-Azure-Virtual-Desktop-Case-Book-October-2021-Edition-SRGCM5355_LP01-Registration---Form-in-Body.html
https://customers.microsoft.com/ja-jp/story/1624692773765590732-mazda-motor-corporation-automotive-azure-ja-japan
https://customers.microsoft.com/ja-jp/story/1624692773765590732-mazda-motor-corporation-automotive-azure-ja-japan
https://customers.microsoft.com/ja-jp/story/1611563029665179666-intec-professional-services-azure-ja-japan
https://customers.microsoft.com/ja-jp/story/1611563029665179666-intec-professional-services-azure-ja-japan
https://www.microsoft.com/ja-jp/biz/cloud-platform/avd-3vdi.aspx


完全閉域/もっと高機能な VDI が必要 => Citrix Cloud/VMware Horizon with AVD

AVD のコントロールプレーンを置き換えて

高機能な Citrix/VMware Horizon を活用

お客様の Azure サブスクリプション

Windows 10/11
シングルセッション

Windows
Server OS

Windows 10/11
マルチセッション

コントロールプレーン

VMware Horizon

コントロールプレーン

Citrix Cloud

コントロールプレーン

(ネイティブ) AVD

with AVD

with AVD



VDI をセキュリティのために使い、クラウド利用をためらう

企業様へのカウンター



いきなりですが・・・ 数字データで見る セキュリティ ベンダーとしてのマイクロソフト

• 世界中の法的執行機関、
セキュリティ機関と連携

• サービスとしてお客様に還元

Gartner Magic Quadrant 5 つのセキュリティ分野でリーダー

Access Management, Cloud Access Security Brokers, Enterprise Information Archiving, 
Endpoint Protection Platform, Unified Endpoint Management

4兆円 サイバーセキュリティへの5年間の投資額

8,500+ フルタイム セキュリティ エキスパート

10億以上 Azure ユーザーアカウント

4,500億回 毎月の認証 

43兆以上 1日当たりのシグナルを分析

180億 Bing による Web ページスキャン

96億件 昨年ブロックしたマルウェアの数

357億件＋ 昨年ブロックした悪意のある電子メール数



AVD 設計時に容易に利用可能な セキュリティ関連サービスの存在

Azure サービスとして提供

• ゼロトラストの実践
(境界型セキュリティからの脱却)

• トータルコストを徹底最適化

• オンプレを超える対策も可能に

 Azure Active Directory ＋ Intune ：多要素認証、条件付きアクセス、JIT

 Azure 仮想ネットワーク ：ネットワーク分離

 Network Security Group ：ポートレベルでの通信制御とルーティング

 Azure Firewall ：タグやカテゴリでの容易なフィルタリング

 Key Vault ：セキュアな鍵管理

 Disk ＆ Storage Encryption ：ユーザーキーによるデータの暗号化

 Azure Monitor ：使用状況監視、監査ログ収集と分析

 Endpoint Protection ：マルウェア対策、悪意のあるアプリからの保護

 Microsoft Defender for Cloud ：セキュリティ態勢管理、ワークロード保護

 Microsoft Sentinel + Purview ：SIEM, SOAR, UEBA + ガバナンス

他・・・

• メモリの暗号化と整合性、CPU 状態の機密性と整合性、構成証明などの機能セットを提供

• https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/virtual-desktop/security-guide#azure-
confidential-computing-virtual-machines-preview 

AVD on Confidential Computing プレビュー開始



それでもクラウドが使えないお客様のために



これまではクラウド VDI をあきらめていた

クラウド or オンプレミス という対立軸が時代遅れに

セキュリティや

規制への対応

金融サービス

ヘルスケア

公共

製造 (機密)

教育

VDI が必要

＋

管理が楽になるクラウド VDI が使いたい

＋

システム(アプリ)とデータは手元で稼働させたい

この3つの要素をシンプルに実現可能

市場が変化している

・クラウド・バイ・デフォルト原則 (政府)

・デジタル庁発足、Azure ガバメントクラウド認定

・金融、先行自治体、先行病院のクラウド事例化

※ 絶対にクラウドに繋いではいけない



クラウド VDI のメリットを活かしつつ、仮想マシンの配置場所をオンプレに拡張

～ AVD for Azure Stack HCI プレビュー中 ～

エンド ユーザー

デバイス ＆ ツール

AVD セッションホスト

• AVD クライアント

• Windows, macOS, 

Linux, and HTML5

Azure Virtual Desktop

コントロールプレーン

• Azure で実行する

• ID管理、コネクションブローカー、

ゲートウェイ、監視/診断、

スケーリングなど

Azure IaaS VM

オンプレミス VM on 

Azure Stack HCI

仮想マシン、アプリケーションとデータはオンプレミスで稼働

仮想化基盤としての CPU/メモリのオーバーコミットなどで VM コストを最適化

アプリ

データ



利用者にとってはシームレス

AVD for Azure Stack HCI

AVD (on Azure VM)

✓ AVD クライアントツールには、利用者が権限を持つリソースを表示

✓ 利用者はアクセスしたいアイコンをダブルクリック



・・・

Azure Stack HCI OS 21H2 から

NVIDIA

GPU #1

NVIDIA

GPU #2

Azure Stack HCI OS 21H2 から

NVIDIA

GPU #1

NVIDIA

GPU #2

クラスターとして GPU を VM に １：１ でアサイン

クラスター化された VM で GPU を使用する (DDA)

クラスター化された VM で GPU を使用する - Azure Stack HCI | Microsoft Docs

Azure Stack HCI OS 22H2

SR-IOV SR-IOV

VF VF VF VF VF

NVIDIA

GPU #1

NVIDIA

GPU #2

Azure Stack HCI と NVIDIA GPU

Accelerate your edge workloads with affordable NVIDIA GPU-powered Azure Stack 

HCI solutions - Microsoft Community Hub

クラスターとして GPU を VM に１：多でアサイン

・・・

Azure Stack HCI OS 22H2

SR-IOV SR-IOV

VF VF VF VF VF

NVIDIA

GPU #1

NVIDIA

GPU #2

Azure Stack HCI 仮想マシンで GPU をパーティション分割して共有する - Azure Stack HCI | 

Microsoft Learn

※ 現時点では Live Migration 不可 (フェールオーバーは可能)

※  CY23 H2 プレビュー開始予定

※ VF ＝ Virtual Function

Discrete Device Assignment (DDA) GPU Partitioning (GPU-P)

※ 現在は Nvidia A2、A10、A16、A40 GPUをサポート

※ 各OEM ベンダーのサポート可否は個別確認が必要

Azure Stack HCI と NVIDIA ライセンスだけで実現

https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure-stack/hci/manage/use-gpu-with-clustered-vm
https://techcommunity.microsoft.com/t5/azure-stack-blog/accelerate-your-edge-workloads-with-affordable-nvidia-gpu/ba-p/3692795
https://techcommunity.microsoft.com/t5/azure-stack-blog/accelerate-your-edge-workloads-with-affordable-nvidia-gpu/ba-p/3692795
https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure-stack/hci/manage/partition-gpu?tabs=windows-admin-center
https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure-stack/hci/manage/partition-gpu?tabs=windows-admin-center


是非お客様にもご案内を！

もう待てない！？ ハイブリッドVDIの決定版 AVD for Azure Stack 

HCI 導入準備セミナー (nex-pro.com)

御社とNVIDIA社とのコラボでオンラインセミナーを実施

https://v2.nex-pro.com/campaign/55158/apply
https://v2.nex-pro.com/campaign/55158/apply


まとめ



VDI はクラウドへ、そしてクラウド VDI はオンプレへ

クラウド VDI としての AVD を是非ご提案ください

もし、クラウド？となった時は、最新セキュリティと

クラウドの関係について話をしてください

それでも置き場所にこだわるお客様には、AVD for Azure Stack HCI で

クラウド VDI ＋オンプレミスのメリットをお伝えください

COVID-19 の話が落ち着きある今こそ、これからの働き方を AVD と共に実現を
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参考



Azure アーキテクチャ センター

Azure での様々な設計パターンやアーキテクチャデザインを紹介

Azure 活用における戦略策定、アーキテクチャ設計の参考になる情報が充実

業界ソリューションガイド、技術的な説明、ベストプラクティスを多数掲載

Azure に限らずクラウド全般に適用できるシナリオやポリシーのサンプルも豊富

https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/architecture/

https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/architecture/


Microsoft Learn

docs.microsoft.com と連動したセルフトレーニングサイト

ブラウザさえあれば一人で学習できる無償トレーニングサイト

試用がAzure無料利用枠におさまらない/所属企業で使っている環境を汚したくない、という要望に応える

都度専用のサンドボックス環境が用意され、のびのびと演習できる

https://docs.microsoft.com/ja-jp/learn/ 

https://docs.microsoft.com/ja-jp/learn/
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